
津波シミュレーション　現況再現の計算条件

目的：
 海岸堤防等現況施設による津波遡上低減効果を明らかにする

対象：岩手県沿岸（洋野町～陸前高田市）

波源モデル：藤井・佐竹モデル(ver4.0)
　マンシンハ・スマイリィーの方法で垂直地盤変動量を算出

津波シミュレーション:
　基礎方程式：非線形長波方程式
　　　越流境界では本間公式による越流計算

　潮位条件：
　　久慈港エリア  ：T.P.-0.47m ※1
　　宮古港エリア  ：T.P.-0.48m ※1
　　釜石港エリア  ：T.P.-0.48m ※1
　　大船渡港エリア：T.P.-0.47m ※2
　　 ※1　気象庁3/11 15:00予報値
　 　※2　気象庁3/11 15:00実測値

　計算格子間隔：
    3240m,1080m, 360m, 120m, 40m,10m

　計算時間：３時間

　地形モデル：
　　平成16年岩手県津波予測モデル
　　 ※地震による地盤沈下を考慮していない。

　施設の取り扱い：
　　海岸施設、河川堤防、道路盛土が全てあり
　 　※施設状況は震災の直前（施設等の破壊を考慮していない）

地盤変動量分布（初期水位分布）

計算メッシュの配置
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※※※　n：痕跡値を比較する資料数(計算で浸水しない箇所は棄却）
　　

被害状況区分　①壊滅的な被害を受け、集落、都市機能をほとんど喪失した地域

津波シミュレーション 　宮古市（田老海岸、田老漁港海岸）の現況再現

0 10 20 30

遡上高(m)

津波痕跡
調査結果
(10mメッシュ領域)

津波遡上高
(解析結果)

再現結果（施設あり）

（浸水深シミュレーション結果に痕跡調査結果を重ね合わせ） （津波最大遡上高）

　※※※ｎ＝9
　　Ｋ＝1.01　　　(許容値　0.8～1.2)
　　κ＝1.23　 　(許容値　1.6以下)

　　　　　浸水実績※※

津波痕跡調査結果

(岩手県実施)

※波源モデルは藤井・佐竹モデル(ver.4.0)を使用し、痕跡調査結果とシミュレーション結果が合

うようにK、κを指標としてすべり量を変化させモデルをキャリブレーションした。

藤井・佐竹モデル
ver.4.0波源すべり量

2.9倍(決定モデル)
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藤井・佐竹モデル
ver.4.0波源すべり量

2.9倍(決定モデル)

※※津波痕跡調査結果（出典：岩手県調査より）
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被害状況区分　①壊滅的な被害を受け、集落、都市機能をほとんど喪失した地域

宮古市（田老海岸、田老漁港海岸）の施設効果解析
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今後、波源モデルの修正等

により、シミュレーション結果

が変わる可能性がある。
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今後、波源モデルの修正等

により、シミュレーション結果

が変わる可能性がある。

代表横断における津波最大水位分布

代表横断における津波最大流速分布

施設背後陸側における浸水深時系列分布

藤井・佐竹モデルver.4.0波源すべり量2.9倍

藤井・佐竹モデルver.4.0波源すべり量2.9倍

浸水深平面分布図（施設なし）、浸水面積162ha

代表横断位置の設定については、施設あり・なしの比較ができるよう、津波
により倒壊せずに残存している津波防御施設を含むように設定した。

B

A

浸水深平面分布図（施設あり）、浸水面積128ha　　※施設を赤線で示す。

B

A

X型に配置された海岸防潮堤のうち、前面にあり、かつ津波により倒壊しな
かった堤防を含むように　代表横断位置を設定した。
時系列については、防潮堤背面におけるデータを比較した。

防波堤

防潮堤

防潮堤
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今後、波源モデルの修正等
により、シミュレーション結果
が変わる可能性がある。

藤井・佐竹モデルver.4.0波源すべり量2.9倍

藤井・佐竹モデルver.4.0
波源すべり量2.9倍

藤井・佐竹モデルver.4.0
波源すべり量2.9倍

（施設背後の最大水位・施設なし）15.6ｍ

（施設背後の最大水位・施設あり）12.5ｍ

（施設前面の最大水位）20.9ｍ

（施設前面の最大流速）1.1m/s

（到着時間・施設なし）29分

（到着時間・施設あり）36分
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※※※　n：痕跡値を比較する資料数(計算で浸水しない箇所は棄却）

被害状況区分　①壊滅的な被害を受け、集落、都市機能をほとんど喪失した地域

津波シミュレーション 　山田町（山田漁港海岸）の現況再現 

0 5 10 15 20 25

遡上高(m)

津波痕跡
調査結果
(10mメッシュ領域)

津波遡上高
(解析結果)

再現結果（施設あり）

（浸水深シミュレーション結果に痕跡調査結果を重ね合わせ） （津波最大遡上高）

※※※ｎ＝12
　　　Ｋ＝0.97　　(許容値　0.8～1.2)
　　　κ＝1.26　　(許容値　1.6以下)

　　　　　浸水実績※※

津波痕跡調査結果

(岩手県実施)

藤井・佐竹モデル
ver.4.0波源すべり量

1.1倍(決定モデル)

※波源モデルは藤井・佐竹モデル(ver.4.0)を使用し、痕跡調査結果とシミュレーション結果が合

うようにK、κを指標としてすべり量を変化させモデルをキャリブレーションした。
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※※津波痕跡調査結果（出典：岩手県調査より）
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被害状況区分　①壊滅的な被害を受け、集落、都市機能をほとんど喪失した地域

山田町（山田漁港海岸）の施設効果解析 
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今後、波源モデルの修正等

により、シミュレーション結果

が変わる可能性がある。
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今後、波源モデルの修正等

により、シミュレーション結果

が変わる可能性がある。

代表横断における津波最大水位分布

代表横断における津波最大流速分布

施設背後陸側における浸水深時系列分布

藤井・佐竹モデルver.4.0波源すべり量1.1倍

藤井・佐竹モデルver.4.0波源すべり量1.1倍

浸水深平面分布図（施設なし）、浸水面積328ha

代表横断位置の設定については、施設あり・なしの比較ができるよう、津波により
倒壊せずに残存している津波防御施設を含むように設定した。

B
A

浸水深平面分布図（施設あり）、浸水面積319ha　　※施設を赤線で示

す

B
A

役場や駅のある山田町中心部の前面にある海岸堤防が残存している
ため、そこに代表横断位置を設定した。
時系列については、防潮堤背面におけるデータを比較した。
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藤井・佐竹モデルver.4.0波源すべり量1.1倍

藤井・佐竹モデルver.4.0
波源すべり量1.1倍

藤井・佐竹モデルver.4.0
波源すべり量1.1倍

今後、波源モデルの修正等
により、シミュレーション結果
が変わる可能性がある。

（施設背後の最大水位・施設なし）6.3ｍ

（施設背後の最大水位・施設あり）3.3ｍ

（施設前面の最大水位）7.2ｍ

（施設前面の最大流速）1.2m/s

（到着時間・施設なし）36分

（到着時間・施設あり）38分
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C

  痕跡調査結果と解析結果の遡上高比較図

被害状況区分　①壊滅的な被害を受け、集落、都市機能をほとんど喪失した地域

津波シミュレーション 　大槌町（大槌漁港海岸）の現況再現 

遡上高（m）

0                          5                         10                    15                   20

再現結果（施設あり）

（浸水深平面分布図に痕跡調査結果を重ね合わせ） （津波最大遡上高）
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　凡　　例

　●　津波痕跡調査結果
※

　　　 津波遡上高（解析結果）

（参考）　　n ＝13
　　　　　　 K ＝0.96
　　　　　　 κ＝1.19
断層モデルのすべり量に対する倍率：1.5

scale 1:50,000

凡例

0.5m未満
0.5m～1.0m未満
1.0m～2.0m未満
2.0m～3.0m未満
3.0m～5.0m未満
5.0m～10.0m未
10.0m～15.0m未
15.0m以上
痕跡浸水エリア

（※出典：岩手県調査）
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C

被害状況区分　①壊滅的な被害を受け、集落、都市機能をほとんど喪失した地域

大槌町（大槌漁港海岸）の施設効果解析
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浸水深平面分布図（施設なし）

浸水深平面分布図（施設あり）

代表横断における津波最大流

施設背後陸側における浸水深時系列分布

海岸施設無し
施設直背後の津
波最大水位10.9m

海岸施設有り
施設直背後の津
波最大水位10.4m

海岸施設有り
施設直前の津波
最大水位12.7m
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痕跡浸水エリア

代表横断における津波最大水位

海岸施設有り
施設直背後の津波最大流速
9.2m/s AB

AB

浸水面積：390ha

浸水面積：395ha

海岸施設有り
施設直背後の津波最大
流速4.7m/s

T.P. 6.4m

T.P. 6.4m
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被害状況区分　①壊滅的な被害を受け、集落、都市機能をほとんど喪失した地域

津波シミュレーション 　陸前高田市（高田海岸）の現況再現 
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遡上高(T.P.m)

藤井・佐竹（ver4.0）のすべり量を一律1.3倍
施設有り（破壊されない）条件で計算

（参考）　　ｎ＝２５
　　　　　　 Ｋ＝１．０３
　　　　　　κ＝１．１６
　断層モデルのすべり量に
　対する倍率：1.30

凡例
　◆　津波痕跡調査結果※
　―　津波遡上高(解析結果)
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点
名

※出典：岩手県調査
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被害状況区分　①壊滅的な被害を受け、集落、都市機能をほとんど喪失した地域

陸前高田市（高田海岸）の施設効果解析 

浸水深平面分布図（施設なし）

浸水深平面分布図（施設あり）

浸水範囲の増加
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海岸施設無し

施設直背後の

最高水位 14.2m

海岸施設有り

施設直前の

最高水位 14.1m

第1線堤(防潮堤)

第2線堤(防潮堤)

T.P.+3.0m

T.P.+5.5m

※第1線堤、第2線堤ともに建設海岸施設

-2

0

2

4

6

8

10

12

14

30 40 50 60 70 80 90 100 110 120

地震発生後経過時間(分)

浸
水

深
(m

)

施設有り

施設無し
海岸施設無し

浸水開始時間

【38分後】

海岸施設有り

浸水開始時間

【39分後】

代表横断における津波最大水位分布

BA

施設背後陸側(古川沼背後)における浸水深時系列分布

代表横断における津波最大流速分布

BA
浸水面積：1,108.3ha

浸水面積集計範囲
(高田地区海岸背後地)

浸水面積集計範囲
(高田地区海岸背後地)

浸水面積：1,108.0ha

最大浸水深:17.6m

最大浸水深:15.5m

気仙川

脇ノ沢漁港
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被害状況区分　②臨海部の市街地を中心に被災し、後背地の市街地は残存している地域

津波シュミレーション　野田村（野田海岸）の現況再現

0 5 10 15 20

遡上高(m)

津波痕跡調査結果※

津波遡上高（解析結果）

0

2

4

6

8

10

12

14

16

0 2 4 6 8 10 12 14 16

痕跡調査結果［T.P.m］

解
析
結
果
［

T
.
P
.
m
］

再現結果（施設あり）

（浸水深平面分布図に痕跡調査結果を重ね合わせ） （津波最大遡上高）

0 200 400 800600 1000 ［m］0 200 400 800600 1000 ［m］

（参考）　　ｎ＝４
　　　　　　Ｋ＝０．９８
　　　　　　κ＝１．０３
断層モデルのすべり量に
対する倍率：１．１０

※出典：岩手県調査
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被害状況区分　②臨海部の市街地を中心に被災し、後背地の市街地は残存している地域

野田村（野田海岸）の施設効果解析
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設

海
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設

浸水深平面分布図（施設なし）

浸水深平面分布図（施設あり）

B A

D

C

B A

D

C

施設背後陸側における浸水深時系列分布
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設
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大
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海岸施設なし

海
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設

海
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設
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最
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流
速

-10
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0
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25

水
深
・
標
高

(

m

)

海岸施設あり

海岸施設なし

海
岸

施

設

代表横断における津波最大水位分布

代表横断における津波最大流速分布

海岸施設有り
施設直背後の津波
最大流速８．９m/s

海岸施設無し
施設直背後の津
波最大水位９．４m

海岸施設有り
施設直背後の津
波最大水位７．８m

海岸施設有り
施設直前の津波
最大水位１０．７m

Ａ

ＡＢ

Ｂ

Ａ

ＣＤ

ＣＤ

海岸施設有り
施設直前の津波
最大水位８．５m

海岸施設有り
施設直背後の津
波最大水位８．３m

海岸施設無し
施設直背後の津
波最大水位９．１m

海岸施設有り
施設直背後の津波
最大流速９．９m/s

海岸施設の効果により、陸域への浸水開始時間に約2分の差が生じると予
測される

0

100

200

300

400

500

600

700

800

30 40 50 60 70 80 90 100 110 120

地震発生後経過時間（分）

浸
水

深
（

c
m

）

構造物有り

構造物無し

海岸施設の効果により、陸域への浸水開始時間に約1分の差が生じると予
測される

0

100

200

300

400

500

600

700

800

30 40 50 60 70 80 90 100 110 120

地震発生後経過時間（分）

浸
水

深
（

c
m

）

構造物有り

構造物無し

海岸施設無し
浸水開始時間
　【50分後】

海岸施設有り
浸水開始時間
　【51分後】 海岸施設無し

浸水開始時間
　【48分後】

海岸施設有り
浸水開始時間
　【50分後】

（

林
野
）

（

河
川
）

（

林
野
）

（

河
川
）

（

農
村
）

（

農
村
）

T.P.+10.3

T.P.+7.3

T.P.+10.3

T.P.+7.3

T.P.+12.0

T.P.+12.0

0 200 400 800600 1000 ［m］0 200 400 800600 1000 ［m］

0 200 400 800600 1000 ［m］0 200 400 800600 1000 ［m］

浸水面積：263.55［ha］

浸水面積：246.94［ha］
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　　　※出典：岩手県調査

被害状況区分　②臨海部の市街地を中心に被災し、後背地の市街地は残存している地域

津波シミュレーション 　大船渡市（三陸海岸越喜来地区）の現況再現 

再現結果（施設あり）

地
点
名

（参考）　　ｎ＝１６
　　　　　　Ｋ＝１．１５
　　　　　　κ＝１．１９
　断層モデルのすべり量に対する倍率：1.30

　凡　　例

　●　　津波痕跡調査結果
※

　　　 　津波遡上高（解析結
果）

m

-　12　-



被害状況区分　②臨海部の市街地を中心に被災し、後背地の市街地は残存している地域

大船渡市（三陸海岸越喜来地区）の施設効果解析

浸水深平面分布図（施設なし）

浸水深平面分布図（施設あり）

代表横断における津波最大水位分布

代表横断における津波最大流速分布分布

施設背後陸側における浸水深時系列分布

海岸施設無し
施設直背後の津
波最大水位13.9m

海岸施設有り
施設直背後の津
波最大水位14.2m

海岸施設有り
施設直前の津波
最大流速8.1m/s

海岸施設有り
施設直前の津波
最大水位16.0m

海岸構造物なし
浸水開始時間
【27分後】

海岸構造物有り
浸水開始時間
【30分後】

T.P.+7.9m

T.P.+7.9m

0 1000m

0 1000m

浸水面積：42.2ha

浸水面積：39.4ha
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被害状況区分　③臨海部の集落を中心に被災し、市街地は概ね残存している地域

津波シミュレーション 　田野畑村（島の越漁港海岸、嶋之越海岸）の現況再現 

再現結果（施設あり）

（浸水深平面分布図に痕跡調査結果を重ね合わせ） （津波最大遡上高）

0 5 10 15 20 25 30

遡上高（ｍ）

（参考）　　ｎ＝７
　　　　　　Ｋ＝1.08
　　　　　　κ＝1.28
断層モデルのすべり量に対する
倍率：1.50

　凡　　例

　●　　津波痕跡調査結果※

　　　 　津波遡上高（解析結果）

※出典：岩手県調査

0

5

10

15

20

25

30

0 5 10 15 20 25 30
痕跡調査結果 [T.P.m]

解
析

結
果

 [
T
.P

.m
]

痕跡調査結果と解析結果の遡上高比較図

凡例

0.5m未満
0.5m～1.0m未満
1.0m～2.0m未満
2.0m～3.0m未満
3.0m～5.0m未満
5.0m～10.0m未満
10.0m～15.0m未満
15.0m以上
痕跡浸水エリア
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構造物の有無により、浸水深は低下したが、津波到達時間の明確な差は確認できていない。

被害状況区分　③臨海部の集落を中心に被災し、市街地は概ね残存している地域

田野畑村（島の越漁港海岸、嶋之越海岸）の施設効果解析
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地震発生後経過時間（分）

浸
水
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構造物あり

構造物なし

0
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0 20 40 60 80 100 120

地震発生後経過時間（分）

浸
水

深
（ｍ

）

構造物あり

構造物なし

浸水深平面分布図（施設なし）

浸水深平面分布図（施設あり） 施設背後陸側における浸水深時系列分布

B

A

凡例

0.5m未満
0.5m～1.0m未満
1.0m～2.0m未満
2.0m～3.0m未満
3.0m～5.0m未満
5.0m～10.0m未満
10.0m～15.0m未満
15.0m以上
痕跡浸水エリア

海岸施設有り
浸水開始時間
【41分】

浸水面積
5.3ha

浸水面積
19.7ha

海岸施設無し
浸水開始時間
【40分】

海岸施設有り無し
浸水開始時間
【40分】
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T.P7.3m
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最
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(
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海岸施設なし

海岸施設あり

B A

代表横断における津波最大流速分布

CD

B A
海岸施設有り
施設直背後の津波最
大流速6.0m/s

海岸施設有り
施設直背後の津波最大流
速7.4m/s

CD

CD

海岸施設有り
施設直前の津波最
大水位17.93m

海岸施設無し
施設直背後の津波
最大水位18.34m

海岸施設有り
施設直背後の津波
最大水位11.20m

海岸施設有り
施設直前の津波
最大水位18.87m

海岸施設有り
施設直背後の津波
最大水位19.23m

海岸施設無し
施設直背後の津波
最大水位18.97m

①

②

①

代表横断における津波最大水位分布

凡例

0.5m未満
0.5m～1.0m未満
1.0m～2.0m未満
2.0m～3.0m未満
3.0m～5.0m未満
5.0m～10.0m未満
10.0m～15.0m未満
15.0m以上
痕跡浸水エリア

浸水面積
4.3ha

浸水面積
19.7ha

海岸施設有り
施設前面の津波最大流速
6.9m/s

海岸施設有り
施設直背後の津波最
大流速6.5m/s

②

T.P7.3m
T.P14.3m

T.P14.3m

-　15　-



（※出典：岩手県調査）

被害状況区分　③臨海部の集落を中心に被災し、市街地は概ね残存している地域

痕跡調査結果と解析結果の遡上高比較図

津波シミュレーション 　岩泉町（小本海岸）の現況再現 

再現結果（施設あり）

（浸水深平面分布図に痕跡調査結果を重ね合わせ） （津波最大遡上高）

遡上高（m）

　凡　　例

　●　津波痕跡調査結果
※

　　　 津波遡上高（解析結果）

0                  5                 10               15               20               25

凡例

0.5m未満
0.5m～1.0m未満
1.0m～2.0m未満
2.0m～3.0m未満
3.0m～5.0m未満
5.0m～10.0m未
10.0m～15.0m未
15.0m以上
痕跡浸水エリア

（参考）　　n ＝7
　　　　　　 K ＝1.17
　　　　　　 κ＝1.25
断層モデルのすべり量に対する倍率：1.75

scale 1:20,000

0.00
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25.00

0.0 5.0 10.0 15.0 20.0 25.0
痕跡調査結果 [m]

解
析

結
果

 [
m

]
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浸水深平面分布図（施設あり）

浸水深平面分布図（施設なし）

岩泉町（小本海岸）の施設効果解析 

被害状況区分　③臨海部の集落を中心に被災し、市街地は概ね残存している地域

　　　　　　小本川水門の効果により、陸域への浸水開始時間に11分程度、最大浸水深で4.6m程度の差が生じると予測される

代表横断における津波最大水位分布

代表横断における津波最大流速分布

施設背後の浸水深時系列分布
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地盤高
海岸施設なし
海岸施設あり

小本川水門裏

0
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時刻

浸
水
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]

施設あり

施設なし

-5

0
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15

20

010020030040050060070080090010001100120013001400

岸沖距離 [m]

水
深

・
標

高
 [

m
]

海岸施設なし
海岸施設あり
地盤高

海岸施設無し
施設直背後の津波
最大水位9.6m

海岸施設有り
施設直背後の津波
最大水位5.4m

海岸施設有り
施設直背後の津
波最大流速3.8m/s

海岸施設有り
施設直前の津波
最大水位16.7m

海岸施設有り
浸水開始時間

【39分後】

海岸施設無し
浸水開始時間

【28分後】

AB

AB
海岸施設無し
施設直背後の津
波最大流速6.9m/s

海岸施設有り
施設前面の津波
最大流速3.2m/s

A

B

A

B

凡例

0.5m未満
0.5m～1.0m未満
1.0m～2.0m未満
2.0m～3.0m未満
3.0m～5.0m未満
5.0m～10.0m未
10.0m～15.0m未
15.0m以上
痕跡浸水エリア

小本川水門裏

凡例

0.5m未満
0.5m～1.0m未満
1.0m～2.0m未満
2.0m～3.0m未満
3.0m～5.0m未満
5.0m～10.0m未
10.0m～15.0m未
15.0m以上
痕跡浸水エリア

浸水面積：185ha

浸水面積：107ha

T.P. 13.3m

T.P. 13.3m
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被害状況区分　④防災施設等の後背地にはほとんど被害がない地域

津波シミュレーション 　普代村（宇留部海岸）の現況再現 

0 5 10 15 20 25

遡上高(m)

津波痕跡調査結果※

津波遡上高（解析結果）

再現結果（施設あり）

（浸水深平面分布図に痕跡調査結果を重ね合わせ） （津波最大遡上高）

（参考）　　ｎ＝４
　　　　　　Ｋ＝１．０２
　　　　　　κ＝１．０２
断層モデルのすべり量に対
する倍率：１．００

0 200 400 800600 1000 ［m］0 200 400 800600 1000 ［m］
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被害状況区分　④防災施設等の後背地にはほとんど被害がない地域

普代村（宇留部海岸）の施設効果解析 
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 代表的な海岸保全施設の被災メカニズム① 
形式：防潮堤防（傾斜式）タイプ 

被災過程の推定 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

代表的な被災状況写真 被災状況から考えられる施設構造の対策案 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

被災した堤防タイプの多くで、越流による天端、裏のりの破壊、盛土浸食、背後地

盤の洗掘が生じていることから、次のような対策が必要となる。 
・ 表のり被覆工と同程度に天端被覆工、裏のり被覆工の構造を強化する。 
・ 越流水の落下点である裏のり尻に幅広く洗掘防止工を設ける等の強化を行う。 
・ 背後の落差を小さくするため、天端幅を広くし背後への擦り付け勾配を緩勾配化

する（スーパ堤防のイメージ）。 
・ 施工打継ぎ部の引き抜き力やせん断力に対する抵抗を上げる。 

形式：防潮護岸（直立式）タイプ 
被災過程の推定 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
代表的な被災状況写真 被災状況から考えられる施設構造の対策案 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

被災した護岸タイプの多くで、引き波時の越流による堤脚部の洗掘、護岸本体の転

倒、天端工の破壊、背後地盤の浸食が生じていることから、次のような対策が必要と

なる。 
・ 越流水の落下点である堤脚部に根固め工等の強化を行う。 
・ できるだけパラペット突出長を短くするとともに、構造を強化する。 
・ 背後からの流水圧による堤体の前転を防止するため、杭などによる補強を施す。 
・ 天端工の陸側についても幅広い浸食対策を施す。 
・ 施工打継ぎ部の引き抜き力やせん断力に対する抵抗を上げる。 

津波が到達（押し波） 堤防天端を越流 越流した津波が堤防背後へ落

下し、裏のり、天端を破壊、裏

のり尻に洗掘が発生、盛土浸食

堤防背後に津波の引き波が到

達 
引き波による越流で堤脚部に

洗掘が発生、パラペット、表の

りなどを破壊、盛土浸食 

防潮堤防全体が崩壊 

① ② ③ ④ ⑤ ⑥

① ② ③ ④ ⑤ ⑥

津波が到達（押し波） 護岸天端を越流 越流した津波が護岸背後へ達

するが、本体は健全（背後地盤

浸食の可能性はあり） 

護岸背後に津波の引き波が到

達 
越流で堤脚部に洗掘が発生、引

き波がパラペットを押して、護

岸本体が転倒、天端工破損 

護岸が倒壊、背後地盤も浸食 

⑥ ③、④の状況 ③、④、⑥の状況 

大槌町吉里吉里 大槌町吉里吉里 大槌町吉里吉里

田野畑村明戸海岸 宮古市金浜海岸 宮古市金浜海岸
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 代表的な海岸保全施設の被災メカニズム① 
形式：陸閘 

被災過程の推定 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
代表的な被災状況写真 被災状況から考えられる施設対策案 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

被災した陸閘の多くでは、壁体は残っており扉体が損失していることから、次のよ

うな対策が必要となる。 
・ 引き波による扉体の破壊や流出を防止するため、扉体構造の強化、海側への補強

用ガイドの設置を行う。 
・ 内水排除のためのフラップゲートを設ける。 
・ ゲートを極力廃し、乗り越し階段などに転換する。 

形式：水門 

被災過程の推定 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
代表的な被災状況写真 被災状況から考えられる施設対策案 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

被災した水門の多くでは、門柱等の躯体やゲートは残っており、操作室や管理橋等

の付帯施設が損失していることから、次のような対策が必要となる。 
・ 操作室の構造強化、設置位置の高さを上げるなどの対策が考えられる。 
・ 津波越流後の内水排除のため、扉体を全閉しないようにする、あるいはメインの

扉体にフラップゲートなどを併設する。 
・ 内水排除用のポンプ施設を併設する。 
・ 水門背後の管理橋の落橋対策を行う。 

津波が到達（押し波） 防潮堤（陸閘）を越流 越流水が陸閘背後へ落下、周辺

で洗掘が生じるが、陸閘は持ち

こたえる、操作施設は損壊 

陸閘背後に津波の引き波が到

達、背面からの水圧力で扉体が

破損 

引き波が扉体を押し流す 陸閘の機能消失 

津波が到達（押し波） 水門を越流 越流した津波が水門背後へ到

達 
操作室を破壊 

堤防背後に津波の引き波が到

達 
引き波によりゲートが損傷す

る場合もあるが機能は維持 
ゲートの損傷(歪み)や巻上機の

損傷により扉体を上げられな

い（内水が排水できない） 

巻上機の損傷 

管理通路(橋)の落下

① ② ③ ④ ⑤ ⑥

① ② ③ ④ ⑤ ⑥

大船渡市小石浜漁港海岸 大船渡市小石浜漁港海岸

大船渡市小石浜漁港海岸普代村 田野畑村島越

田野畑村島越

巻上機の消失 
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